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平成３０年度 

九州大学大学院システム生命科学府博士課程 
特別入学（高等専門学校）学生募集要項 

 

１．専 攻 及 び 募 集 人 員  

 

専     攻 募 集 人 員 専  門  分  野 

シ ス テ ム 生 命 科 学 若干名 

 

生 命 情 報 科 学 
生 命 工 学 
生 命 医 科 学 
分 子 生 命 科 学 
生 命 理 学 

 

＊出願にあたっては、必ず事前に 
志望する指導教員に連絡すること。 

 
２．出 願 資 格 

   次の各号のすべてに該当する者 
 
（１）高等専門学校の修業年限２年の専攻科に在籍し、平成３０年３月３１日までに学士の学位を 

授与される見込みの者 

（２）学業成績及び人物ともに優れ、在籍している高等専門学校長から推薦された者 

（３）合格した場合に入学を確約できる者 

 

３．選 抜 方 法 

 （１）選抜は提出書類及び学力検査の結果により総合的な審査を行う。  
 （２）学力検査は口述試験により行う。 

英語については、受験者のTOEIC又はTOEFLの成績をもとに採点する。 
 

４．学 力 検 査 科 目  
 

専 門 分 野 試 験 科 目 試 験 日 時 

 

 

 

 

 

生命情報科学 
生 命 工 学 
生 命 医 科 学 
分子生命科学 
生 命 理 学 

 

 

 

 

 

口述試験  
８月９日（火） 
１３：３０～ 

英  語 
受験者のTOEIC又はTOEFLの 
成績をもとに採点する － 

※詳細については、願書受付後に文書により通知する。 

※TOEIC・TOEFLに関する注意事項 

1. TOEIC・TOEFLは、公式認定証が発行される正式な試験を受験すること。 

（TOEICの IPテスト、TOEFLの ITPテストはこれには該当しない。） 

2. 成績証明書は、受験者が自分に最も有利と考えるものを１部提出すること。 
3. ２０１５年８月以降に受験したTOEIC又はTOEFLの成績証明書を提出すること。 

 
 
 



- 2 - 

５．出 願 手 続 
（１）出願方法 
    出願しようとする者は下記の書類を取りそろえ、願書受付期間内に提出先へ持参または 

郵送すること。郵送の場合は必ず書留郵便とし、封筒表面に「九州大学大学院システム 
生命科学府博士課程（高専）出願書類在中」と朱書すること。 

 

（２）提出書類 

 提出書類 留  意  事  項 

１ 入学願書  本学所定の用紙にもれなく記入すること。 

２ 受験票  本学府所定の用紙を使用すること。 

３ 成績証明書 
 

所属高等専門学校が発行したもの。 

高等専門学校と専攻科の両方を提出してください。 

４ 
TOEIC又はTOEFLの 

成績証明書の写し 

TOEIC又はTOEFLの公式の成績証明書であること。 

（IPテスト、ITPテストのものは除く） 

2015年 8月以降に受験したTOEIC又はTOEFLの成績証明 

書の写しを「TOEIC又はTOEFL成績証明書貼付用紙」に 

貼付して提出すること。 

ただし、成績証明書の原本も受験時に持参すること。 

願書提出時に成績証明書が間に合わない場合は、受験時に 

成績証明書（原本）を必ず持参すること。 

５ 
入学検定料原府 
（検定料30,000円） 

 

入学検定料30,000円を次の方法により納入し、入学検定料

受付証明書貼付台紙を提出してください。 

 

【銀行振込みの場合】 

・本要項に綴込みの振込依頼書（九州大学入学検定料）の 

太枠で囲まれている記入欄に必要事項を全てボールペン 

で正確・明瞭に記入し、Ａ・Ｂ・Ｃ票を切り離さずに銀行

へ持参してください。記入の際は本要項に綴込の振込依頼

書（九州大学入学検定料）の記載例を参照して記入してく

ださい。 

・振込みを済ませたら、銀行窓口で返還された書類のうち 

「九州大学入学検定料振込金受付証明書（Ｃ票）を入学 

検定料受付証明書貼付台紙の貼付欄に貼付し、住所・氏名

・連絡先（TEL）を記入し、出願書類に同封してください。

 

※ゆうちょ銀行・ＡＴＭ・インターネットでの振込みはでき

ません。なお、三井住友銀行本支店にて振込みする場合の振

込手数料は無料となりますが、他行から振込む場合は、振込

手数料は出願者の負担になります。 

※振込みは「電信扱」に限ります。 

 

【コンビニエンスストアによるお支払いの場合】 

・振込み方法の詳細については、「九州大学コンビニエンス

ストア・クレジットカード・中国決済での入学検定料払込

方法」をご覧ください。 
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５ 
入学検定料原府 
（検定料30,000円） 

 

・振込みを済ませたら、「入学検定料・選考料 取扱明細書」

の『収納証明書』部分を切り取り、入学検定料受付証明書貼

付台紙の入学検定料振込金受付証明書貼付欄に貼付し、住所

・氏名・連絡先（TEL）を記入し、出願書類に同封してくださ

い。 

【クレジットカードによるお支払いの場合】 

・振込み方法の詳細については、「九州大学コンビニエンス

ストア・クレジットカード・中国決済での入学検定料払込

方法」をご覧ください。 

・振込みを済ませたら、「受付終了画面」をプリントアウト

 し、出願書類に同封してください。 

・入学検定料受付証明書貼付台紙には、住所・氏名・連絡先

（TEL）のみを記入し、出願書類に同封してください。 

 

※振込可能期間は、６月２６日（月）～７月７日（金）と 
していますのでご留意ください。 

６ 推薦書  
所属高等専門学校長が作成し、厳封したもの。 

本学府所定の用紙を使用すること 

７ 志願理由書  本学府所定の用紙を使用すること 

８ 受験票郵送用封筒 
封筒（角形２号；縦33.2㎝×横24.0㎝）に返信用あて先を 

明記し、郵便切手４００円分(定形外＋速達料金)を貼る。 

 

（３）出願書類提出先 

    〒819-0395 福岡県福岡市西区元岡７４４ 

          （ウエスト１号館Ｂ棟３階 Ｗ１－Ｂ－３０６号室） 

九州大学理学部等事務部 大学院システム生命科学府事務室 

電話（０９２）８０２－４０３３ 

 

６．願 書 受 付 期 間 

    平成２９年７月３日（月）～平成２９年７月７日（金）午後５時まで 

    （郵送の場合も同日の同時刻までに必着のこと。） 

 

７．合 格 発 表 

   平成２９年８月２１日（月）１５時に、九州大学伊都キャンパスウエスト１号館Ｃ棟２階の

メインエントランスに掲示するとともに、合格者には本人宛に文書で通知する。また、大学院

システム生命科学府のホームページ（http://www.sls.kyushu-u.ac.jp）にも合格者の受験番号

を掲載する。（期間は２週間程度。）なお、電話による問い合わせには一切応じない。 

 

８．入 学 予 定 日 

    平成３０年４月１日 

 

９．入学料及び授業料 

 

入 学 料：２８２，０００円（予定） 

    授 業 料：２６７，９００円［年額５３５，８００円］（予定） 
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※上記の納付金額は予定額であり、入学時及び在学中に学生納付金改定が行われた場合は、 

改定時から新たな納付金額が適用されるので留意すること。 

 

10．注 意 事 項 
（１）募集要項（願書）の紙媒体での郵送を希望する場合は、返信用あて先を明記し、郵便切手１４

０円分を貼った角形２号封筒（縦33.2㎝×横24.0㎝）を同封の上、封筒表面に「九州大学大

学院システム生命科学府博士（夏季）募集要項請求」と朱書きすること。  

   （願書等の提出書類については、システム生命科学府ＨＰで配布しているＰＤＦデータを印刷

して使用することが可能です。なお、印刷して利用する場合は片面印刷で作成してください。） 

（２）願書受理後の記載事項の変更は認めない。また、検定料の払い戻しは行わない。 

（３）試験会場等の詳細については、受験票送付時に通知する。 

（４）受験票未着の場合は、試験前日までに大学院システム生命科学府事務室に申し出ること。 

（５）本学府では、入学時に希望した指導教員を変更することは認められないため、受験する際には、 

志望する「教育グループ」及び「指導教員」を熟考の上、決定すること。 

（６）本学では、障害等のある者に対して、受験上及び修学上必要な配慮を行う場合があり、その 

ための相談を受け付けています。 

受験上の配慮については、内容によって対応に時間を要することもありますので、出願前の 

できるだけ早い時期に理学部等事務部システム生命科学府事務室まで、ご連絡ください。 

 

12．出願書類における個人情報の取り扱いについて 
 出願書類に記載の個人情報は、入学者選抜で利用するほか、次のとおり利用します。 

１．合格者の住所・氏名等を入学手続業務で利用します。 

２．成績証明書を、１年次における授業料免除等の就学支援業務で利用します。 

  ３．出願書類に記載の個人情報を、個人が特定できないかたちで、本学における入学者選抜に 
関する統計調査・研究に利用します。 

 

出願書類に記載の個人情報は、「独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律」第９ 

 条に規定されている場合を除き、出願者本人の同意を得ることなく他の目的で利用又は第三者に 
提供することはありません。 

 

 

 

 

 

                         【問合せ及び願書請求・提出先】 
               〒819-0395 福岡県福岡市西区元岡７４４ 

                     （ウエスト１号館Ｂ棟３階 Ｗ１－Ｂ－３０６号室） 

九州大学理学部等事務部 大学院システム生命科学府事務室 

電話（０９２）８０２－４０３３ 

Fax （０９２）８０２－４０１６ 

E-mail:sls-jimu@sci.kyushu-u.ac.jp 
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九州大学大学院システム生命科学府の学生受入方針について 

 
 
（アドミッション・ポリシー） 
 ２０世紀の生命科学は，ワトソン・クリックの DNA 二重螺旋構造の発見，DNA から RNA，

タンパク質へのセントラルドグマの確立，そしてヒトゲノムの全塩基配列の決定へと進展してき

ました。生命科学分野から発信された知見や技術は今や医療，農業，工業等の殆どすべての生活・

産業分野に目覚しい影響を及ぼしています。このような飛躍的な進展には，生物科学分野に加え

て，情報科学，工学（化学，物理学）分野の理論と技術の導入が大きく貢献してきました。今日，

生命科学は上記の諸科学の融合によって総合生物学という全く新しいパラダイムの構築へと突

入しようとしていることから，生命科学に関する諸分野が単に協調・統合するという教育研究体

制では，２１世紀の生命科学の世界的な潮流に全く対処し得ないことは明らかであり，新たな教

育研究組織によって将来を見据えた現代的諸課題に取り組まなければならない時期を迎えてい

ます。 
 本学府は，医学部，理学部，歯学部，薬学部，農学部の生物系学部に加えて，工学部などの工

学，情報科学系の多様な出身者で，医学，分子生命科学，工学，および情報科学の先端技術や理

論を再編・融合し，新規学際分野を構築することによって，時代の変遷を一層促すような総合的

分野を開拓しようとする意欲あふれる人を受け入れ，社会の要求に堪えうる独創性と柔軟性に富

む研究者，高度な技術を持つ専門職業人としての人材を育成します。このため，５年一貫制博士

課程において教育を行います。入学試験は幅広い分野からの人材を受け入れるために，各分野で

異なる試験科目で行います。 
 本学府は生命情報科学，生命工学，生命医科学，分子生命科学、生命理学の５大講座からなり

ます。本学府では，多様な分野からの出身者に戦略的学際的教育を施すために，出身分野とは異

なる分野の基礎知識を修得させ，その後専門的知識の徹底を図ります。特に学際領域の開拓を目

指した学際開拓創成セミナーを設け，異分野間の共通認識あるいは，学際分野での問題点を認識

できる教育を行います。そのため，学部教育とは異なる分野を含む複数の指導教員体制をとり，

学際的教育研究を目指した教育を受けることができます。 
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九州大学大学院システム生命科学府概要 

 
 
○システム生命科学府の設置について 
    ２０世紀における生物学は，分子論的研究を導入することによって飛躍的に発展し近代化し

てきました。特に遺伝子組換え技術の進展とゲノム塩基配列決定法の高速化によって多量の情

報が生み出され，これは，分子生物学の隆盛だけでなく，オーダーメイド医療，ゲノム創薬，

生物生産の飛躍的増加を目指す分子農学など，生物学全分野においてゲノムを基礎とする新展

開をもたらしました。特に，今後の再生医療やナノ診断・治療に関しては，その応用が期待さ

れており，これらの新分野はいずれもポストゲノム科学として情報科学と融合した総合生物情

報学へと進展しつつあります。急速な生命科学の進展に対処していくためには，生物学，情報

科学，工学などの諸科学の融合が必要となり，こうした学際的で世界水準の教育研究領域とし

てシステム生命科学が要請されています。また，こうした生物学（医学を含む）と情報科学，

あるいは生物学と工学という複数の素養を持つ学際的な人材が研究機関や産業界で求められ

ており，このような人材を養成する大学院組織（学府）を早急に立ち上げることが急務であり

ました。 
    九州大学大学院システム生命科学府は，情報科学，工学と生命科学を融合した，これからの

総合生命科学を担う教育を行う学府として設置されました。 
 
 
○５年一貫制の博士課程について 
  本学府は前期と後期を区分しない５年一貫制の博士課程です。この課程に５年以上在学し，

所定の学位を修得し，かつ，必要な研究指導をうけ，博士論文を提出し，最終試験を受けて合

格すると博士の学位が授与されます。また，編入学者に対しては，入学前の履修状況により適

宜修学指導を実施します。 
  なお，優れた研究業績を上げた方については，修業期間が短縮され早期に学位を授与される

道が開かれています。 
  本学府で授与する学位はシステム生命科学を基本とし，理学，工学，情報科学のなかから選

択することができます。 
 
 
○人材の育成について 
    本学府の修了者は，情報科学，工学のセンスを持つライフサイエンティストであり，かつ，

生物学のセンスを持つ工学，情報科学者であります。同時に，新規の産業や研究分野の創出の

ためには，倫理観および事業感覚を備えた人材でなければなりません。現在，学内，国内にお

いて，生物科学，情報科学，工学における複数の分野に精通している教員は非常に少ないため，

本学府では，情報科学，工学，生物学の教育研究にそれぞれ実績を持つ専門教員の参加が不可

欠となります。本学には，これらに実績を持つシステム情報科学研究院，工学研究院，数理学

研究院，理学研究院，医学研究院，歯学研究院，薬学研究院，農学研究院，生体防御医学研究

所等があるので，これらの教員が協力し教育研究にあたることにより，システム生命科学府と

いう新しい生命科学の教育研究の一大拠点を形成しています。 
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教育研究内容一覧 

専門分野 担 当 教 員 名 研  究  内  容 

生命情報科学 教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
准教授
准教授
准教授
准教授
准教授

 
 
 

＊
 

＊
 
 
 
 
 
 

鈴木 英之進 
伊良皆 啓 治 
内 田  誠 一 
都 甲   潔 
林   健 司 
岡 本 正 宏 
ﾖﾊﾝ  ﾛｰﾚﾝｽ 
丸 山   修 
岡 本   剛 
廣 瀬   慧 
田 代 康 介 
花 井 泰 三 

情報科学，統計科学の理論体系を駆使して，ゲノム解析なら
びに生命の基本原理解析に関する教育研究を行うことによ
って，生命機能の解明とその医療応用を目指す。そのため，
体系化された生命情報データーベースを基にして，知識発
見，学習機能，推論機能，センシング，モデリング，モデル
化・シミュレーションのためのアルゴリズム開発手法とその
プログラミング技術，それらを統合した高速・高効率・高信
頼で実行可能な統合計算機システムの構築と運用方法につ
いて教育研究する。 
 
 
 

生命工学 教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
准教授
准教授
准教授
准教授
准教授

 
 
 
 

＊＊
 
 
 
 
 
 

上 平  正 道 
片 山 佳 樹 
原   一 広 
工 藤   奨 
澤 田 廉 士 
角 田 佳 充 
水 本   博 
岸 村 顕 広 
森    健 
岡 部 弘 高 
片 倉 喜 範 

動物培養細胞を利用した有用タンパク質等の生産理論の確
立，抗老化・抗生活習慣病を目指した新規創薬・機能性食品
の分子設計に関する教育研究を行う。また，細胞・生体組織
の力学的・熱工学的挙動の解明や培養技術の開発，各種再生
臓器に必要な生体親和性・生分解性に富む高分子材料ならび
に生体用バイオセラミックス，複合材料の開発および人工臓
器の開発のための教育研究を行う。さらに，分子レベルでの
治療を可能とするナノテクノロジー技術，バイオイメージン
グ，ナノ診断，光応用診断などの先端生体計測の開発と複雑
系的手法を取り入れた生命システム解明に関する教育研究
を行う。 

生命医科学 教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
准教授
准教授
准教授
准教授
准教授

 

近 藤 久 雄 
諸 橋 憲一郎 
須 山 幹 太 
神 田 大 輔 
久保田 浩 行 
束 田 裕 一 
馬 場 健 史 
大 川 恭 行 
山 西 芳 裕 
柴 田 弘 紀 
嶋 田    睦 
宇 田 新 介 

和 泉 自 泰 

ヒトのゲノム情報から見た，生物学的多様性の解析，生体維
持機構の解析，多因子性疾患・難治性疾患の病因・病態解析，
治療・予防法の開発等を行うために，ヒト生物学に関する膨
大なデーターと医学的知識を統合し，ゲノム科学を基礎に据
えた情報科学，工学，生物資源科学との有機的な連携を図る
ことによって，疾患感受性や正常形質などのヒトの個体差に
関わる重要問題を解明するための教育研究を行う。 
 
 
 
 
 
 

分子生命科学 教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
准教授
准教授
准教授
准教授
准教授
准教授

 
 
 
 

＊＊
 
 

＊
 
 
 
 
 

射 場   厚 
田 村 茂 彦 
池ノ内 順 一 
石 原    健 
伊 藤   功 
釣 本 敏 樹 
川 畑 俊一郎 
野 村 一 也 
祢 冝 淳太郎 
古 賀 誠 人 
寺 本 孝 行 
高 橋 達 郎 
小 柴 琢 己 

高等生物の基本的な生命現象を解明するために，動物及び植
物の基本構造単位である真核細胞について，ゲノム遺伝子の
発現制御，タンパク質の生合成・構造・機能制御，細胞内顆
粒の動的存在状態と制御，細胞としての統合，細胞間の相互
作用等について教育研究する。さらに，高次生命現象として
の発生，分化，代謝，神経システムの働き，遺伝子から見た
行動，学習，外部環境への適応等について縦断的な教育研究
を行う。 
 
 
 
 
 

生命理学 教 授
教 授
教 授
教 授
教 授
准教授
准教授
准教授
准教授
准教授
准教授

 
＊

 
＊＊

 
 
 
 
 

＊
 

矢 原 徹 一 
巖 佐   庸 
小早川 義 尚 
舘 田 英 典 
渡慶次 睦範 
粕 谷 英 一 
佐 竹 暁 子 
濱 村 奈津子 
岩 見 真 吾 
ｼｭﾐｯﾄ ｱﾙﾌﾚｯﾄﾞ 
早 川 敏 之 

動物の環境からの情報受容と応答，植物の光などの環境情報
の受容と応答，個体の繁殖・社会生態等にみられるさまざま
な適応戦略，海洋などの群集を対象とした群集構造の成立と
存続，集団遺伝学的手法を用いた遺伝子レベルでの進化や多
様性維持機構，さらにはこのような複雑な生命現象の数理生
物学的解析などについて，分子・細胞・個体・集団の各レベ
ルを統合した教育と研究指導を行う。これらの教育研究によ
り，動植物の環境への応答メカニズム，生態学的手法に基づ
いた生物と環境との相互作用，進化的視点に基づいた生物多
様性維持機構などの先端的研究に貢献できる人材を養成す
る。 

 
＊は平成３０年３月末日定年退職予定 

  ＊＊は平成３１年３月末日定年退職予定 
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 教育グループ 教 員 名 研究キーワード 

生 

 

 

 

命 

 

 

 

情 

 

 

 

報 

 

 

 

科 

 

 

 

学 

生命情報発見学 教 授・鈴木英之進 データマイニング，機械学習，発見ロボット 

http://www.i.kyushu-u.ac.jp/~suzuki/suzuki-j.html 

准教授・丸山  修 システムズ・バイオロジー，アルゴリズム，機械学習 

http://imi.kyushu-u.ac.jp/~om/ 

生命情報処理学 教 授・伊良皆啓治 脳機能イメージング，脳情報処理，脳機能計測，生体情報計

測，ブレインコンピュータインターフェイス，生体医工学 

http://bie.inf.kyushu-u.ac.jp 

准教授・岡本  剛 神経科学，視覚野のシミュレーション，脳活動情報解析， 

脳波・心電図を用いた快適性評価，生体医工学 

http://artsci.kyushu-u.ac.jp/~okamoto/ 

生命情報数理学 教 授・内田 誠一 バイオイメージインフォマティクス，細胞内画像処理， 

パターン認識，学習理論，人工知能 

准教授・廣瀬 慧 L1正則化，スパース推定，モデル選択，多変量解析，因子 

分析 

生命情報電子工学 教 授・都甲  潔 味覚センサ，感性バイオセンサ，有機電子材料，機能性素子

http://ultrabio.ed.kyushu-u.ac.jp/ 

教 授・林  健司 匂いイメージング，有機電子デバイス，ナノ構造分子素子セ

ンサ 

http://o.ed.kyushu-u.ac.jp/ 

生命情報解析学 准教授・田代 康介 遺伝子発現制御，ネットワーク解析，エピジュネテクス制御

，細胞分化，幹細胞 

生命情報システム学 教 授・岡本 正宏 生物情報科学，非線形ダイナミクス，システム生物学， 

進化アルゴリズム，コンピュータシミュレーション， 

生物創発システム 

http://www.brs.kyushu-u.ac.jp/~okahon/ 

准教授・花井 泰三 合成生物学，代謝工学，生命情報科学，生物化学工学 

http://www.brs.kyushu-u.ac.jp/~taizo/index.htm 

認知神経科学 教 授・ﾖﾊﾝ ﾛｰﾚﾝｽ 行動科学，心理学，意思決定，視覚的認知，行動分析 

http://www.sls.kyushu-u.ac.jp/~dubito/ 

生 

 

 

命 

 

 

工 

 

 

学 

生命プロセス工学 教 授・上平 正道 医用生体工学，組織工学，遺伝子工学，ウイルス工学， 

トランスジェニック動物 

http://www.chem-eng.kyushu-u.ac.jp/lab3/index.html 

准教授・水本  博 ハイブリッド型人工肝臓，再生医療，幹細胞，細胞組織体，

動物細胞培養 

http://www.chem-eng.kyushu-u.ac.jp/lab6/sls/ 

機能組織化学 教 授・片山 佳樹 細胞内情報伝達，薬物送達システム，バイオチップ， 

生体・医用材料，生体計測，バイオイメージング 

http://www.chem.kyushu-u.ac.jp/~katayama/ 

准教授・岸村 顕広 ソフトマテリアル，薬物送達システム，超分子化学， 

ナノ生理学，濃縮物質系化学，ナノリアクター 

http://www.chem.kyushu-u.ac.jp/~katayama/ 

准教授・森   健 ソフトマテリアル，薬物送達システム，生体・医用材料， 

細胞内情報伝達，免疫治療，再生医療 

http://www.chem.kyushu-u.ac.jp/~katayama/ 

生命物理工学 教 授・原  一広 バイオミメティクス，ハイドロゲル，バイオ関連材料， 

環境応答，X線・中性子ナノ構造解析，環境浄化材料， 

資源リサイクル材料 

http://www.sls.ap.kyushu-u.ac.jp/ 

准教授・岡部 弘高 バイオフォトン，活性酸素，光応用生体計測，ソフトマター

アクチュエータ，バイオミメティックス，生物物理 

http://www.okabe.ap.kyushu-u.ac.jp/index-j.html 
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 教育グループ 教 員 名 研究キーワード 

生 

 

命 

 

工 

 

学 

生命機能工学 教 授・工藤   奨  バイオメカニクス，バイオトランスポート，バイオマテリア

ル，細胞力学  

http://www.bfe.mech.kyushu-u.ac.jp/ 

ナノ・マイクロ医工学 教 授・澤田 廉士 バイオ集積化システム，ナノ・マイクロ医工学，生態情報セ

ンシング，光ナノ計測，マイクロ・ナノファブリケーション

http://nano-micro.mech.kyushu-u.ac.jp/ 

細胞制御工学 准教授・片倉 喜範 老化，テロメラーゼ，抗生活習慣病，抗老化，機能性食品 

構造生物学 教 授・角田 佳充 構造生物学，構造ゲノム科学，Ｘ線結晶構造解析， 

糖鎖科学，スルホトランスフェラーゼ  

生 

 

 

命 

 

 

医 

 

 

科 

 

 

学 

細胞工学 教 授・近藤 久雄 細胞内小器官（オルガネラ）の形成と維持，オルガネラの 

細胞周期変化，細胞内膜融合，小胞体とゴルジ体，オルガ 

ネラの試験管内再構成系 

http://www.cellbiology.med.kyushu-u.ac.jp/saiboukouga

ku/Kondo-Lab.html 

性差生物学 教 授・諸橋憲一郎 性差構築の分子生物学，雌雄生殖腺（精巣と卵巣）の発生，

組織特異的遺伝子発現の分子メカニズム，ビッグデータ解析

による核内受容体による細胞内代謝調節，ヒストン修飾を通

じたクロマチン構造変換 

http://www.med.kyushu-u.ac.jp/seisaseibutu/ 

情報生物学 教 授・須山 幹太 分子進化，比較ゲノム，遺伝子発現調節，配列データ解析 

http://www.bioreg.kyushu-u.ac.jp/labo/bioinfo/ 

システムコホート学 准教授・山西 芳裕 バイオインフォマティクス、システム生物学、ケモインフォ

マティクス、分子ネットワーク、機械学習、ビッグデータ、

インシリコ創薬、精密医療 

http://www.bioreg.kyushu-u.ac.jp/labo/systemcohort/in

dex_J.html 

ゲノム医科学 准教授・柴田 弘紀 人類遺伝学，集団遺伝学，進化医学，ゲノム多様性，精神・

神経疾患 

http://www.gen.kyushu-u.ac.jp/~byouin/ 

構造生命科学 教 授・神田 大輔 構造生物学，Ｘ線結晶解析法，核磁気共鳴法，クライオ電子

顕微鏡，タンパク質，酵素反応機構，分子認識，ゆるい相互

作用，シグナル伝達，タンパク質輸送，糖鎖転移反応，ＤＮ

Ａ複製 

http://www.bioreg.kyushu-u.ac.jp/vsb/index.html 

准教授・嶋田  睦 構造生物学，X線結晶構造解析，エンドサイトーシス，細胞

骨格，シグナル伝達 

http://www.bioreg.kyushu-u.ac.jp/vsb/index.html 

統合オミクス 教 授・久保田浩行 統合オミクス，システム生物学，数理モデル，計算機シミュ

レーション，ホメオスタシス，シグナル伝達，代謝 

http://www.bioreg.kyushu-u.ac.jp/labo/omics/ 

准教授・宇田 新介 統合オミクス，システム生物学，情報科学，ビックデータ，

数理モデル，計算機シミュレーション，インスリン，シグナ

ル伝達，代謝 

http://www.bioreg.kyushu-u.ac.jp/labo/omics/ 

細胞記憶制御学 教 授・束田 裕一 細胞記憶, エピジェネティクス, エピゲノム,クロマチン, 

ゲノムリプログラミング,細胞運命 

http://www.tsukada-lab.jp 
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 教育グループ 教 員 名 研究キーワード 

生 

命 

医 

科 

学 

メタボロミクス 教 授・馬場 健史 メタボロミクス，メタボローム，代謝，分析化学，疾患解析，

毒性解析，食品機能解析 

http://www.bioreg.kyushu-u.ac.jp/labo/metabolomics/ 

准教授・和泉 自泰 メタボロミクス 

http://www.bioreg.kyushu-u.ac.jp/labo/metabolomics/ 

トランスクリプトミクス 教 授・大川 恭行 エピゲノム, エピジェネティクス, 転写, 遺伝子発現制御,

細胞分化, トランスクリプトミクス, クロマチン, ゲノム, 
バイオインフォマティクス、骨格筋分化 
http://tx.bioreg.kyushu-u.ac.jp/ 

分 

 

 

 

子 

 

 

 

生 

 

 

 

命 

 

 

 

科 

 

 

 

学 

分子発生細胞生物学 准教授・野村 一也 グリコーム，線虫，糖鎖生物学, グリコバイオロジー，プ

ロテオーム，膜タンパク質, 細胞分裂, 細胞周期

http://seibutsu.biology.kyushu-u.ac.jp/~nomura/index.

html 

植物分子生理学 教 授・射場  厚 モデル植物，遺伝子工学，環境感知・適応，細胞内遺伝情報

クロストーク，地球環境 

http://plant.biology.kyushu-u.ac.jp/Index.html 

准教授・祢冝 淳太郎 順遺伝学，気孔，陰イオンチャネル，転写因子，葉緑体 

http://www.biology.kyushu-u.ac.jp/~plant/ 

分子細胞生物学 教 授・田村 茂彦 ペルオキシソーム欠損症，タンパク質複合体，病因遺伝子，

オルガネラ恒常性，プロテインキネシス 

http://www.biology.kyushu-u.ac.jp/~molcellbiol/ 

脂質細胞生物学 教 授・池ノ内順一 上皮細胞，細胞接着装置，細胞極性，細胞膜構造，細胞骨格

，人工膜 

http://seibutsu.biology.kyushu-u.ac.jp/~ikenouchi/ind

ex.html 

分子遺伝学 教 授・石原  健 線虫C. elegans，行動遺伝学，情報処理の分子メカニズム，

嗅覚と行動可塑性，体内環境による行動制御 

http://www.biology.kyushu-u.ac.jp/~bunsiide/ 

准教授・古賀 誠人 線虫C. elegans，化学走性，摂食による行動の制御，神経回

路 

准教授・寺本 孝行 線虫C. elegans，神経ネットワーク，蛍光イメージング， 

カルシウムイオン，マグネシウムイオン 

http://www.biology.kyushu-u.ac.jp/~bunsiide/ 

分子神経生理学 教 授・伊藤  功 脳の左右差，非対称性，海馬，シナプス，受容体 

http://seibutsu.biology.kyushu-u.ac.jp/~neurosci/ 

染色体機能学 教 授・釣本 敏樹 染色体複製，複製タンパク質，DNAポリメラーゼ，チェック

ポイント応答，ゲノム恒常性維持機構 

http://seibutsu.biology.kyushu-u.ac.jp/~chromosome/ 

准教授・高橋 達郎 DNA修復、クロマチン、ミスマッチ修復、染色体接着、相同

組み換え、染色体複製、ツメガエル 

生体高分子学 教 授・川畑俊一郎 

 

自然免疫における応答と制御の分子機構，異物認識，情報伝

達，トランスグルタミナーゼ，セリンプロテアーゼ前駆体の

活性化機構，カブトガニ，ショウジョウバエ 

http://www.biology.kyushu-u.ac.jp/~biopoly/ 

准教授・小柴 琢己 ミトコンドリア，抗ウイルス免疫，GTPase蛋白質，細胞内情

報伝達，ミトコンドリア関連疾患 

http://www.biology.kyushu-u.ac.jp/~koshiba/ 
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 教育グループ 教 員 名 研究キーワード 

生 

 

 

 

命 

 

 

理 

 

 

 

学 

生態科学 教 授・矢原 徹一 植物の繁殖生態学，植物群集の比較生態学，花のエコゲノミ

クス，屋久島，メキシコ 

http://seibutsu.biology.kyushu-u.ac.jp/~yahara/ 

准教授・粕谷 英一 行動生態学，交尾行動の進化，メス・オス間の性的対立，動

物の社会行動，生態・環境データの統計的解析 

http://kasuya.ecology1.org/ 

准教授・佐竹 暁子 生態，環境，進化，数理，ゲノム 

http://seibutsu.biology.kyushu-u.ac.jp/~ecology/satak

e/index.html 

准教授・濱村 奈津子 バイオレメディエーション，微生物ヒ素代謝，重金属生物 

変換，環境ゲノム，微生物多様性進化，生態系毒性影響評価

http://hamamuralab.com/jpn/posts/home 

数理生物学 教 授・巖佐  庸 数理的手法による生命現象の解明，発生と形態成のモデル，

免疫動物行動，生活史，リズム，集団の絶滅，協力の進化，

シミュレーション 

http://bio-math10.biology.kyushu-u.ac.jp/~iwasa/ 

准教授・岩見 真吾 計算ウイルス学・免疫学，数理モデリング，定量化，パラメ

ーター推定，ヒト免疫不全ウイルス（HIV），肝炎ウイルス

（HBV/HCV），インフルエンザウイルス，リンパ球ダイナミ

クス 

細胞機能学 教 授・小早川義尚 ヒドラ，パターンフォーメーション，細胞分化，配偶子形成

，有性生殖，共生，進化 

http://cellbio.biology.kyushu-u.ac.jp/kobayakawa/sait

o/Welcome.html 

進化遺伝学 教 授・舘田 英典 生物進化，集団遺伝，分子進化，自然淘汰，種分化 

http://seibutsu.biology.kyushu-u.ac.jp/~tachida/tachi

da/index.html 

准教授・ｼｭﾐｯﾄ,ｱﾙﾌﾚｯﾄﾞ population, genetics, evolution, phylogeography, phyl

ogeny 

http://genetics.biology.kyushu-u.ac.jp/ 

http://www.popgen.org 

准教授・早川 敏之 人類進化，ヒト化の分子基盤，糖鎖，受容体，霊長類， 

進化医学 

海洋生物学 教 授・渡慶次睦範 群集生態学，多様性，沿岸生態系，サンゴ礁生態系，陸水生

態系 

http://ambl-ku.jp/ 

 



（高専） 
平成３０年度九州大学大学院システム生命科学府博士課程 

注）出願前に希望する指導教員と連絡を取っておくことが望ましい。 
  中学校卒業後の履歴に空白基幹がないよう、予備校通学等も含め記入のこと。 

     入  学  願  書 
 
九州大学大学院システム生命科学府長 殿 
 

貴学府博士課程に入学したいので、関係書類を添えて出願します。 

（写真貼付） 
(3cm×4cm) 

 
正面上半身、無帽で、

出願前 3ヶ月以内に

撮影したもの 

 受験番号 
（※記入不要） 

３ＳＬ  

ふりがな 
氏  名 

 生年 
 

月日 

西暦       年 
 
昭･平   年   月   日 

性 
別 

男 
・ 
女 

英字氏名  

希望する教育グループ 注）   

希望する指導教員   

本 
 

人 

現 住 所

〒    － 

 

 

TEL（     ）     － 

本 籍 地

(外国人

は国籍) 

 

都･道

府･県

受信連絡先

〒    － 

 

 

TEL（     ）     － 

E-mail 

保 
証 
人 

ふりがな 
氏   名

 続柄  

現 住 所

〒    － 

 

 

TEL（     ）     － 

履 
 
 
 
 
 

歴 

学  籍 
（中学校卒業 
から記入す 
ること） 

  年  月 中学校卒業

  年  月  

  年  月  

  年  月  

年  月  

職  歴 
年  月  

年  月  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

 

受 験 票 （平成３０年度） 

 

（写真貼付） 

(3cm×4cm) 

 
正面上半身、無帽で、

出願前3ヶ月以内 

に撮影したもの 

 

 
※ 
受験番号

３ＳＬ 
 

 
氏  名

 
 

九州大学大学院システム生命科学府博士課程（高専） 

（注） １．※欄は記入不要 
２．本票は常に携帯し、試験の際には机上において係員に見えるようにしておくこと。 



（高専） 

TOEIC, TOEFL 成績証明書（複写）貼付用紙 

 

 

ふりがな 

氏  名 
 

試験形式 
（該当するものに 

○をつけること）

１．TOEIC（paper based） 

 

３．TOEIC（computer based） 

２．TOEFL（paper based） 

 

４．TOEFL（internet based） 

TOEIC,TOEFL 

の受験日 
  年   月   日  

TOEIC,TOEFL 

の受験会場 
 

 

（成績証明書の複写 貼付スペース） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（注意）この欄に成績証明書（複写）を貼付した場合も、試験当日に成績証明書の原本を持参すること。 

    出願時に成績証明書の交付が間に合わない場合は、試験当日に成績証明書の原本を持参すること 

により、成績証明書（複写）を提出したものとみなす。 

    その場合は、上記の欄に記入した上で、下記項目にチェックを入れてこの用紙を提出すること。 

 

 

□ 成績証明書の交付が願書提出時には間に合わないため、成績証明書（複写）は貼付せず、 
試験当日に原本を持参します。 



（高専） 

入学検定料受付証明書貼付台紙 

平成３０年度 

志 望 学 府 大学院システム生命科学府 

住    所 

〒   － 

 

 

氏    名  

連絡先（TEL）  

貼  付  欄 

【銀行振込の場合】 

Ｃ票（「九州大学」入学検定料振込金受付証明書）を 

この枠内に貼付すること 

 

 【コンビニエンスストアでお支払いの場合】 

「入学検定料・選考料 取扱明細書」の『収納証明書』 

部分を切り取り、この枠内に貼付すること 

 

 【クレジットカードによるお支払いの場合】 

支払い終了後に表示される「受付終了画面」をプリント 

アウトし、住所・氏名・連絡先（TEL）記入した、入学 

検定料受付証明書貼付台紙と伴に出願書類に同封する 

こと。 

１．金融機関領収印のないＣ票は無効です。 

２．Ｃ票、収納証明書以外の貼付は無効です。 

３．剥がれないように、しっかりと糊付けしてください。 

４．住所・氏名・連絡先（TEL）を必ずご記入ください。 



【
大
学
院
生
】
 
入
学
検
定
料
 

入
学
検
定

料
3
0
,0
00

円
は
，
次
の
方
法

で
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。
 

 
本
要
項
に
綴
込
み
の
振
込
依
頼
書
（
九
州
大
学
入
学
検
定
料
）
の
太
枠
で
囲
ま
れ
て
い
る
記
入
欄
に
必
要
事
項
を
全
て
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
 

正
確
・
明
瞭
に
記
入
し
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
票
を
切
り
離
さ
ず
に
銀
行
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。（

記
入
の
際
は
本
要
項
に
綴
込
の
振
込
依
 

頼
書
（
九
州
大
学
入
学
検
定
料
）
の
記
載
例
を
参
照
し
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。）

 
振
込
み
を
済
ま
せ
た
ら
、
銀
行
窓
口
で
返
還
さ
れ
た
書
類
の
う
ち
「
九
州
大
学
入
学
検
定
料
振
込
金
受
付
証
明
書
（
Ｃ
票
）
を
入
学
検
定
 

料
受
付
証
明
書
貼
付
台
紙
の
貼
付
欄
に
貼
付
し
、
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
（
TE
L）

を
記
入
し
、
出
願
書
類
に
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
○
 ゆ

う
ち
ょ
銀
行
・
Ａ
Ｔ
Ｍ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
振
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

な
お
、
三
井
住
友
銀
行
本
支
店
に
て
振
込
み
す
る
場
合
の
振
込
手
数
料
は
無
料
と
な
り
ま
す
が
、
他
行
か
ら
振
込
む
場
合
は
、
振
込
 

手
数
料
は
出
願
者
の
負
担
と
に
な
り
ま
す
。
 

○
 振

込
期
間
は
、
平
成

29
年

6
月

26
日
（
月
）
か
ら
平
成

29
年

7
月

7
日
（
金
）
ま
で
と
し
、「

電
信
扱
」
に
限
り
ま
す
。
 

                

Ｂ
票
 

振
込

金
受

取
書
 

 
 

 
（
「

九
州

大
学

」
入

学
検

定
料

）
 

平
成

 
 

 
年

 
 

 
 

月
 
 

 
 

日
 

金
 

額
 

 
 

百
万

 

  

 

 
３
 

 

千
 

０
 

 

 
０
 

 

 
０
 

 

円
 

０
 

 

振
込

先
 

三
井
住

友
銀
行
 福

岡
支
店
 

受
取

人
 

キ
ュ
ウ

シ
ュ

ウ
ダ
イ

ガ
ク
 

九
 州

 大
 学

 

学
府
コ

ー
ド

 
 

 
３
 

Ｓ
 

Ｌ
 

志
願

者
 

氏
 

名
 

（
フ

リ
ガ
ナ

）
 

 

 
手

数
料

 
 

 
円

 

  

出 納 印 

 

（
志

願
者

保
管

）
 

Ｃ
票
 

「
九
州
大

学
」

入
学
検
定

料
 

振
込

金
受

付
証
明
書
 

平
成

 
 

 
年

 
 

 
 

月
 
 

 
 

日
 

金
 
額
 

 
 

百
万

 

  

 
３

 

千
 

０
 

 

０
 
０

 

円
 

０
 

 

振
込
先

 
三
井
住

友
銀
行
 福

岡
支
店
 

受
取
人

 
キ

ュ
ウ

シ
ュ

ウ
ダ
イ

ガ
ク
 

九
 州

 大
 学

 

学
府

コ
ー
ド

 
 

 
３
 

Ｓ
 

Ｌ
 

志
願
者

 

氏
 
名
 

（
フ

リ
ガ
ナ

）
 

 

   

出 納 印 

 

（
入

学
検

定
料

原
符

裏
面

貼
付

用
）

 

Ａ
票
 

振
込

依
頼

書
 

（
「

九
州

大
学
」

入
学

検
定

料
）

 

ご
 

依
 

頼
 
日

 
科

 
 

 
目

 
 

平
成
 

 
 

 
年

 
 

 
 
月

 
 

 
 
日

 
電

 
信

 
扱

 
手

数
料

 
 

 
円

 

振 込 先
三
井

住
友
 
銀
行
 

福
岡
支
店
 

金
 

額
 

 
 

百
万

 

  

 

 ３
 

 

千
 

０
 

 

 ０
 

 

 ０
 

 

円
 

０
 

 
受 取 人 

預 金 種 目
普
 

 
通
 

口 座 番 号
７
１
１
９
２
４
０
 

（
フ

リ
ガ
ナ

）
 
 

 
 
キ

ュ
ウ
シ

ュ
ウ
ダ

イ
ガ
ク
 

 

（
お

な
ま
え

）
 

 
九
 州

 大
 学

 

学
府

コ
ー

ド
 

 
 

３
 

Ｓ
 

Ｌ
 

依 頼 人 （ 志 願 者 ） 

氏
名

（
フ
リ

ガ
ナ
）
 

 

出 納 印 

 

 

（
お

と
こ
ろ

）
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
（
電

話
）
 

 

※
【
取

扱
金

融
機

関
へ

の
お

願
い

】
 

 
１
．

収
納

印
は

Ａ
・

Ｂ
・

Ｃ
票

の
３

ヶ
所

に
も
れ

な
く

押
印

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 
２
．

Ｂ
・

Ｃ
票

は
，

必
ず

依
頼

人
へ

お
返

し
く
だ

さ
い

。
 

３
．

平
成

2
9
年

6
月

2
6
日

（
月

）
以

降
に

受
け

付
け

て
く

だ
さ

い
。

 

４
．

三
井

住
友

銀
行

の
本

支
店

で
の

振
込

は
手
数

料
が

無
料

と
な

り
ま

す
。

 

５
．

学
府

コ
ー

ド
，

フ
リ

ガ
ナ

は
必

ず
打

電
し
て

く
だ

さ
い

。
 （

取
扱

金
融

機
関

保
管

）
 

（ 金 融 機 関 で 切 り 離 し て く だ さ い ）

収
入

 

印
紙

 

（ 振 込 後 Ｃ 票 は 切 り 離 し の う え 、 指 定 さ れ た 貼 付 欄 に 貼 り 付 け て く だ さ い ）



               

（ 金 融 機 関 で 切 り 離 し て く だ さ い ）

（ 振 込 後 Ｃ 票 は 切 り 離 し の う え 、 指 定 さ れ た 貼 付 欄 に 貼 り 付 け て く だ さ い ） 

Ａ
票
 

振
込

依
頼

書
 

（「
九

州
大

学
」

入
学

検
定

料
）

 

ご
 

依
 

頼
 

日
 

科
 

 
 
目

 
 

平
成

 
 

 
 
年

 
 

 
 
月

 
 

 
 
日

 
電

 
信

 
扱

 
手

数
料

 
 

 

三
井

住
友
 
銀
行
 

福
岡
支
店
 

金
 
額
 

 
 

 

 ３  

０

 ０  

 ０  

０

受 取 人 

普
 

 
通
 

７
１
１
９
２
４
０
 

（
フ

リ
ガ
ナ
）

 
 

 
 
 

 
 
 キ

ュ
ウ
シ
ュ

ウ
ダ

イ
ガ
ク
 

 

（
お

な
ま
え
）
 

 
九
 州

 大
 学

 

学
府

コ
ー

ド
 

 
 

３
 

Ｓ
 

Ｌ
 

依 頼 人 （ 志 願 者 ） 

氏
名

（
フ
リ
ガ

ナ
）
 

 

出 納 印 

 

 

（
お

と
こ
ろ
）

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
（
電
話

）
 

※
【

取
扱

金
融
機

関
へ

の
お

願
い

】
 

 
１

．
収

納
印
は

Ａ
・

Ｂ
・

Ｃ
票

の
３

ヶ
所

に
も

れ
な

く
押
印

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 
２

．
Ｂ

・
Ｃ
票

は
，

必
ず

依
頼

人
へ

お
返

し
く

だ
さ

い
。

 

３
．

平
成

29
年

6
月

2
6
日

（
月

）
以

降
に

受
け

付
け

て
く

だ
さ

い
。

 

４
．

三
井

住
友

銀
行

の
本

支
店

で
の

振
込

は
手

数
料

が
無

料
と

な
り

ま
す

。
 

５
．

学
府

コ
ー

ド
、

フ
リ

ガ
ナ

は
必

ず
打

電
し

て
く

だ
さ

い
。

 （
取

扱
金

融
機
関

保
管

）
 

Ｃ
票
 「

九
州
大

学
」
入
学
検

定
料
 

振
込

金
受

付
証

明
書
 

平
成

 
 

 
年

 
 

 
月

 
 

 
日

 

金
 

額
 

 
 

 
３

 ０
 ０

 ０
 ０

 

振
込

先
 

受
取

人
 

キ
ュ

ウ
シ
ュ

ウ
ダ
イ

ガ
ク
 

九
 州

 大
 学

 

 
 

３
 
Ｓ
 
Ｌ
 

志
願

者
 

氏
 

名
 

（
フ

リ
ガ
ナ

）
 

 

   

出 納 印 

 

 

（
入

学
検

定
料

原
符

裏
面

貼
付

用
）

 

Ｂ
票
 

振
込

金
受

取
書
 

 
（
「

九
州

大
学

」
入

学
検

定
料

）
 

平
成

 
 

 
年

 
 

 
月
 
 

 
日

 

金
 
額
 

 
 

 
３

 ０
 ０

 ０
 ０

 

振
込
先

 

受
取
人

 
キ

ュ
ウ

シ
ュ
ウ

ダ
イ

ガ
ク
 

九
 州

 大
 学

 

 
 

３
 
Ｓ
 
Ｌ
 

志
願
者

 

氏
 
名
 

（
フ

リ
ガ
ナ

）
 

 

 
手

数
料

 
 

 

 

出 納 印 

 

 

（
志

願
者

保
管

）
 

収
入

 

印
紙

 

銀
行

窓
口

へ
持
参
さ

れ
た

日
を

記
入
し

て
く
だ
さ

い
。
 

志
願

者
の

住
所
，

電
話

番
号
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
 

志
願

者
の

氏
名

(ﾌ
ﾘｶ
ﾞ
ﾅ
)を

 
必

ず
記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

こ
の

「
Ｃ

票
」

は
「

入
学

検
定
料

受
付

証
明

書
 

貼
付

台
紙

」
の

貼
付

欄
に

貼
付
し

て
く

だ
さ

い
。

 





（高専） 
平成３０年度九州大学大学院システム生命科学府博士課程 

 
 

上記の者が学業成績及び人物ともに優れていることを証明します。 
 

高等専門学校名   

職     名   

氏     名  （職印） 

 

 
 

推   薦   書 
 
 
九州大学大学院システム生命科学府長 殿 
 
 

被推薦者 

受験番号 
（※記入不要） 

３ＳＬ  

ふりがな 
氏  名 

 
生年 
月日 

西暦       年 
昭･平   年   月   日 

所属専攻科名  
 

性 
別 

男・女 

上記の者は平成３０年３月に修了見込みで、大学評価・学位授与機構への学士の学位を申請見込みです。 

【所見及び推薦理由】入学志願者に対する所見・能力等について 

 

【推薦順位】 
（複数名推薦の場合、貴高等専門学校から本学府 
へ推薦していただく学生数を母数としてご記入 
ください。） 

【専攻科での成績】 
（被推薦者が所属する専攻での席次を記入して 
 ください。） 

位／    人中 位／    人中 



（高専） 
平成３０年度九州大学大学院システム生命科学府博士課程 

 

 志 願 理 由 書 

受験番号 
（※記入不要） 

３ＳＬ  

ふりがな 
氏  名 

 
生年 
月日 

西暦       年 
昭･平   年   月   日 

性 
別 

男・女 

希望する教育グループ 注）
 
 

（本学府を志望する理由、入学後研究使用と考えているテーマ等について記入してください） 

（自分自身の簡単な紹介、（長所、特技、社会活動、将来の進路など）を自由に記入してください） 


